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【手続補正書】
【提出日】平成28年11月10日(2016.11.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ビデオデータを復号する方法であって、
　残差信号が変換を伴わずに量子化されるかどうかを規定するシンタックス要素に基づい
て、イントラ予測のために使用される１つまたは複数のフィルタを適応的に無効にするこ
とと、
　前記ビデオデータの現在のピクチャの現在のビデオスライスの現在のブロックのための
予測ブロックを前記現在のピクチャの以前に復号されたブロックからのデータとシグナリ
ングされたイントラ予測モードとに基づいて生成するために、前記イントラ予測を行うこ
とと
　を備え、
　　前記１つまたは複数のフィルタは、モード依存イントラ平滑化（ＭＤＩＳ）フィルタ
、双線形補間フィルタ、エッジフィルタ、またはＤＣイントラ予測モードフィルタのうち
の少なくとも１つを含み、
　　前記ＭＤＩＳフィルタは、異なるブロックサイズおよびイントラ予測モードについて
異なるように、参照サンプルに適用され、
　　角度予測が前記予測ブロックを生成するために使用されるとき、前記予測ブロックの
各々のそれぞれの予測されたサンプルは、前記それぞれのサンプルの位置を、サブピクセ
ル位置の最近傍の前記参照サンプルのうちの２つの間の前記サブピクセル位置に投影する
こと、および前記サブピクセル位置の最近傍の前記２つの参照サンプルを使用して１／３
２ピクセル精度で補間するように前記双線形補間フィルタを適用することで前記それぞれ
の予測されたサンプルを補間することによって取得され、
　　前記エッジフィルタは、勾配ベースの平滑化を使用して、前記予測ブロックの第１の
予測の列と前記予測ブロックの第１の予測の行とをフィルタリングし、
　　前記ＤＣイントラ予測モードフィルタは、２タップの有限インパルス応答（ＦＩＲ）
フィルタとともにＤＣの値を使用して前記予測ブロックの前記第１の予測の行と前記予測



(2) JP 2016-530779 A5 2016.12.28

ブロックの前記第１の予測の列とをフィルタリングし、３タップのフィルタを使用して前
記予測ブロックの角のサンプルをフィルタリングする、
　方法。
【請求項２】
　前記シンタックス要素は予測ユニット（ＰＵ）においてシグナリングされる、請求項１
に記載の方法。
【請求項３】
　前記１つまたは複数のフィルタを適応的に無効にすることは、前記１つまたは複数のフ
ィルタが無効にされるかどうかを示す無効化フラグの値を決定することを備える、請求項
１に記載の方法。
【請求項４】
　前記シンタックス要素がオンにされる場合、前記無効化フラグがオンにされ、
　前記無効化フラグがオンである場合、前記１つまたは複数のフィルタが無効にされる、
請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記２タップのＦＩＲフィルタは、第１のＦＩＲフィルタであり、
　前記無効化フラグが１に等しく、第２の有限インパルス応答（ＦＩＲ）フィルタの結果
が閾値を上回ると決定される場合、前記１つまたは複数のフィルタが無効にされる、請求
項３に記載の方法。
【請求項６】
　復号されたビデオブロックを形成するために、残差ブロックを対応する予測ブロックと
加算することをさらに備え、前記対応する予測ブロックは前記予測ブロックを含む、請求
項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記双線形補間フィルタを適用することで前記それぞれの予測されたサンプルを補間す
ることは、前記それぞれの予測されたサンプルを次のように補間することを備え、
【数１】

　ここにおいて、ｒｅｆ［ｘ＋Ｉｄｘ＋１］およびｒｅｆ［ｘ＋ｉＩｄｘ＋２］は、前記
サブピクセル位置の最近傍の前記参照サンプルであり、ｉＦａｃｔは、前記サブピクセル
位置の最近傍の前記参照サンプルの間の重み付けである、
　請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　ビデオデータを符号化する方法であって、
　イントラ予測のために使用される１つまたは複数のフィルタを適応的に無効にすること
と、
　前記１つまたは複数のフィルタを前記無効にすることを制御するシンタックス要素をシ
グナリングすることと、前記シンタックス要素は、残差信号が変換を伴わずに量子化され
るかどうかを規定する、
　前記ビデオデータの現在のピクチャの現在のビデオスライスの現在のビデオブロックの
ための予測ブロックを生成するために、前記イントラ予測を行うことと
　を備え、
　　前記１つまたは複数のフィルタは、モード依存イントラ平滑化（ＭＤＩＳ）フィルタ
、双線形補間フィルタ、エッジフィルタ、またはＤＣイントラ予測モードフィルタのうち
の少なくとも１つを含み、
　　前記ＭＤＩＳフィルタは、異なるブロックサイズおよびイントラ予測モードについて
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異なるように、参照サンプルに適用され、
　　角度予測が、前記予測ブロックを生成するために使用されるとき、前記予測ブロック
の各々のそれぞれの予測されたサンプルは、前記それぞれのサンプルの位置を、サブピク
セル位置の最近傍の前記参照サンプルのうちの２つの間の前記サブピクセル位置に投影す
ること、および前記サブピクセル位置の最近傍の前記２つの参照サンプルを使用して１／
３２ピクセル精度で補間するように前記双線形補間フィルタを適用することで前記それぞ
れの予測されたサンプルを補間することによって取得され、
　　前記エッジフィルタは、勾配ベースの平滑化を使用して、前記予測ブロックの第１の
予測の列と前記予測ブロックの第１の予測の行とをフィルタリングし、
　　前記ＤＣイントラ予測モードフィルタは、２タップの有限インパルス応答（ＦＩＲ）
フィルタとともにＤＣの値を使用して前記予測ブロックの前記第１の予測の行と前記予測
ブロックの前記第１の予測の列とをフィルタリングし、３タップのフィルタを使用して前
記予測ブロックの角のサンプルをフィルタリングする、
　方法。
【請求項９】
　前記シンタックス要素は予測ユニット（ＰＵ）においてシグナリングされる、請求項８
に記載の方法。
【請求項１０】
　前記１つまたは複数のフィルタを適応的に無効にすることは、前記１つまたは複数のフ
ィルタが無効にされるかどうかを示す無効化フラグの値を決定することを備える、請求項
８に記載の方法。
【請求項１１】
　前記シンタックス要素がオンにされる場合、前記無効化フラグがオンにされ、
　前記無効化フラグがオンである場合、前記１つまたは複数のフィルタが無効にされる、
請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記２タップのＦＩＲフィルタは、第１のＦＩＲフィルタであり、
　前記無効化フラグが１に等しく、前記第１の、または第２の有限インパルス応答（ＦＩ
Ｒ）フィルタの結果が閾値を上回ると決定される場合、前記１つまたは複数のフィルタが
無効にされる、請求項１０に記載の方法。
【請求項１３】
　前記双線形補間フィルタを適用することで前記それぞれの予測されたサンプルを補間す
ることは、前記それぞれの予測されたサンプルを次のように補間することを備え、
【数２】

　ここにおいて、ｒｅｆ［ｘ＋Ｉｄｘ＋１］およびｒｅｆ［ｘ＋ｉＩｄｘ＋２］は、前記
サブピクセル位置の最近傍の前記参照サンプルであり、ｉＦａｃｔは、前記サブピクセル
位置の最近傍の前記参照サンプルの間の重み付けである、
　請求項８に記載の方法。
【請求項１４】
　ビデオデータを記憶するように構成されたコンピュータ可読媒体と、
　１つまたは複数のプロセッサとを備え、前記１つまたは複数のプロセッサは、
　　残差信号が変換を伴わずに量子化されるかどうかを規定するシンタックス要素に基づ
いて、イントラ予測のために使用される１つまたは複数のフィルタを適応的に無効にし、
　　前記ビデオデータの現在のピクチャの現在のビデオスライスの現在のブロックのため
の予測ブロックを前記現在のピクチャの以前に復号されたブロックからのデータとシグナ
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リングされたイントラ予測モードとに基づいて生成するために、前記イントラ予測を行う
ように構成され、
　　前記１つまたは複数のフィルタは、モード依存イントラ平滑化（ＭＤＩＳ）フィルタ
、双線形補間フィルタ、エッジフィルタ、またはＤＣイントラ予測モードフィルタのうち
の少なくとも１つを含み、
　　前記ＭＤＩＳフィルタは、異なるブロックサイズおよびイントラ予測モードについて
異なるように、参照サンプルに適用され、
　　角度予測が前記予測ブロックを生成するために使用されるとき、前記予測ブロックの
各々のそれぞれの予測されたサンプルは、前記それぞれのサンプルの位置を、サブピクセ
ル位置の最近傍の前記参照サンプルのうちの２つの間の前記サブピクセル位置に投影する
こと、および前記サブピクセル位置の最近傍の前記２つの参照サンプルを使用して１／３
２ピクセル精度で補間するように前記双線形補間フィルタを適用することで前記それぞれ
の予測されたサンプルを補間することによって取得され、
　　前記エッジフィルタは、勾配ベースの平滑化を使用して、前記予測ブロックの第１の
予測の列と前記予測ブロックの第１の予測の行とをフィルタリングし、
　　前記ＤＣイントラ予測モードフィルタは、２タップの有限インパルス応答（ＦＩＲ）
フィルタとともにＤＣの値を使用して前記予測ブロックの前記第１の予測の行と前記予測
ブロックの前記第１の予測の列とをフィルタリングし、３タップのフィルタを使用して前
記予測ブロックの角のサンプルをフィルタリングする、
　ビデオ復号デバイス。
【請求項１５】
　前記シンタックス要素は予測ユニット（ＰＵ）においてシグナリングされる、請求項１
４に記載のビデオ復号デバイス。
【請求項１６】
　前記１つまたは複数のフィルタを適応的に無効にすることの一部として、前記１つまた
は複数のプロセッサは、前記１つまたは複数のフィルタが無効にされるかどうかを示す無
効化フラグの値を決定する、請求項１４に記載のビデオ復号デバイス。
【請求項１７】
　前記シンタックス要素がオンにされる場合、前記無効化フラグがオンにされ、
　前記無効化フラグがオンである場合、前記１つまたは複数のフィルタが無効にされる、
請求項１６に記載のビデオ復号デバイス。
【請求項１８】
　前記２タップのＦＩＲフィルタは、第１のＦＩＲフィルタであり、
　前記無効化フラグが１に等しく、前記第１の、または第２の有限インパルス応答（ＦＩ
Ｒ）フィルタの結果が閾値を上回ると決定される場合、前記１つまたは複数のフィルタが
無効にされる、請求項１６に記載のビデオ復号デバイス。
【請求項１９】
　前記１つまたは複数のプロセッサは、
　復号されたビデオブロックを形成するために、残差ブロックを対応する予測ブロックと
加算するように構成され、前記対応する予測ブロックは前記予測ブロックを含む、請求項
１６に記載のビデオ復号デバイス。
【請求項２０】
　前記１つまたは複数のプロセッサは、
　前記双線形補間フィルタを適用することで前記それぞれの予測されたサンプルを補間す
るとき、前記１つまたは複数のプロセッサが前記それぞれの予測されたサンプルを次のよ
うに補間するように構成され、
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【数３】

　ここにおいて、ｒｅｆ［ｘ＋Ｉｄｘ＋１］およびｒｅｆ［ｘ＋ｉＩｄｘ＋２］は、前記
サブピクセル位置の最近傍の前記参照サンプルであり、ｉＦａｃｔは、前記サブピクセル
位置の最近傍の前記参照サンプルの間の重み付けである、
　請求項１４に記載のビデオ復号デバイス。
【請求項２１】
　残差信号が変換を伴わずに量子化されるかどうかを規定するシンタックス要素に基づい
て、イントラ予測のために使用される１つまたは複数のフィルタを適応的に無効にするた
めの手段と、
　ビデオデータの現在のピクチャの現在のビデオスライスの現在のブロックのための予測
ブロックを前記現在のピクチャの以前に復号されたブロックからのデータとシグナリング
されたイントラ予測モードとに基づいて生成するために、前記イントラ予測を行うための
手段と
　を備え、
　　前記１つまたは複数のフィルタは、モード依存イントラ平滑化（ＭＤＩＳ）フィルタ
、双線形補間フィルタ、エッジフィルタ、またはＤＣイントラ予測モードフィルタのうち
の少なくとも１つを含み、
　　前記ＭＤＩＳフィルタは、異なるブロックサイズおよびイントラ予測モードについて
異なるように、参照サンプルに適用され、
　　角度予測が、前記予測ブロックを生成するために使用されるとき、前記予測ブロック
の各々のそれぞれの予測されたサンプルは、前記それぞれのサンプルの位置を、サブピク
セル位置の最近傍の前記参照サンプルのうちの２つの間の前記サブピクセル位置に投影す
ること、および前記サブピクセル位置の最近傍の前記２つの参照サンプルを使用して１／
３２ピクセル精度で補間するように前記双線形補間フィルタを適用することで前記それぞ
れの予測されたサンプルを補間することによって取得され、
　　前記エッジフィルタは、勾配ベースの平滑化を使用して、前記予測ブロックの第１の
予測の列と前記予測ブロックの第１の予測の行とをフィルタリングし、
　　前記ＤＣイントラ予測モードフィルタは、２タップの有限インパルス応答（ＦＩＲ）
フィルタとともにＤＣの値を使用して前記予測ブロックの前記第１の予測の行と前記予測
ブロックの前記第１の予測の列とをフィルタリングし、３タップのフィルタを使用して前
記予測ブロックの角のサンプルをフィルタリングする、
　ビデオ復号デバイス。
【請求項２２】
　復号されたビデオブロックを形成するために、残差ブロックを対応する予測ブロックと
加算するための手段をさらに備え、前記対応する予測ブロックは前記予測ブロックを含む
、請求項２１に記載のビデオ復号デバイス。
【請求項２３】
　前記双線形補間フィルタを適用することで前記それぞれの予測されたサンプルを補間す
るために前記イントラ予測を行うための前記手段は、前記それぞれの予測されたサンプル
を次のように補間するための手段を備え、

【数４】

　ここにおいて、ｒｅｆ［ｘ＋Ｉｄｘ＋１］およびｒｅｆ［ｘ＋ｉＩｄｘ＋２］は、前記
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サブピクセル位置の最近傍の前記参照サンプルであり、ｉＦａｃｔは、前記サブピクセル
位置の最近傍の前記参照サンプルの間の重み付けである、
　請求項２１に記載のビデオ復号デバイス。
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